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令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

担当科目名  

 

講義区分・開講期  

キャリアデザイン B 

演習 後期 

担 当 者 名 

 
濱嶋幸司  

 

PLAN 

目標の設定 

授業の方法 

 

 ⇩  

本講義では、卒業後の就職に留まらず生涯にわたるキャリアに

ついて広く学ぶ。キャリアデザイン Aで習得した知識に加え、各自

の自己分析、業界研究をより洗練させる。将来に向けてのより充

実した生き方とはどういうものなのか、履修者各自なりの方向性

を見つけていく。  

講 義 形 式 を 中 心 と す る が 、学 生 自 身 の 報 告 の 場 を 用 意 す

る の で 積 極 的 な 準 備 が 必 要 と な る 。  

 

DO 

目標に基づく 

教育方法の実践 

 

 

 

 

 ⇩  

履 修 者 へ は 各 回 資 料 を 配 布 す る 。 ま た 、 能 動 的 な 学 修 （

履 歴 書 の 作 成 と 添 削 ） 、 振 り 返 り の 課 題 を 実 施 す る 。  

以 下 の 到 達 目 標 を 重 視 し た 授 業 を 実 施 す る 。  

①自 分 の キ ャ リ ア デ ザ イ ン を 聴 き 手 ・ 読 み 手 に 明 確 に 伝 え

る こ と が で き る （ 報 告 会 の 実 施 ） 。  

② 実 際 に 業 務 に 従 事 し て い る 方 の お 話 を 聴 い て 、働 く と は

ど う い う こ と が 理 解 す る （ 2回 実 施 ） 。  

③ 卒 業 後 の 進 路 に 向 け 、 自 己 分 析 と 業 界 研 究 を 済 ま せ 、 履

歴 書 の 雛 型 を 用 意 す る こ と が で き る（ 数 回 時 間 を か け て

完 成 へ と 導 く ） 。  

 

CHECK 

自己点検・評価 

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

シ ラ バ ス に 記 載 し た 各 回 （ 全 15回 ） の 授 業 は 実 施 で き て

い る 。 昨 年 度 メ イ ク ア ッ プ 講 習 は 女 子 学 生 の み 、 男 子 学 生

は 別 課 題 と 面 接 練 習 を 実 施 し た が 、 今 年 度 は 講 師 を 変 更 し

、 男 女 一 緒 に 実 施 す る こ と が で き た 。  

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 有 効 回 答 は 24名 で あ っ た 。総 合 的

な 満 足 度 も 4.77（ 昨 年 度 は 4.43） と な っ て お り 、 報 告 会 ・

ゲ ス ト 講 師 ・ 就 活 準 備 （ メ イ ク ア ッ プ ） の 重 要 性 を 理 解 し

た の で は な い か と 判 断 す る 。今 回 も 学 外 の 企 業 か ら 職 場 に

つ い て 、 就 職 活 動 に つ い て 講 和 を い た だ い た 。 学 生 の リ ア

ク シ ョ ン は キ ャ リ ア に つ い て 真 剣 に 学 ん だ 様 子 が 伝 わ っ

た 。  

予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 が や や 上 が っ た （ 2.05（ 昨 年 度

は 1.64） ） 。 し か し 、 も っ と 上 が っ て よ い は ず だ 。  

 

ACTION 

次年度に向けての 

改善策・見直し 

 

 

 

途 中 で 不 参 加 に な っ た （ 結 果 、 退 学 ） 学 生 が 今 年 も 2名

い た 。  

担 当 者 自 身 が 今 年 度 で 退 職 の た め 、 次 年 度 か ら は 担 当 教

員 が 変 わ る 。 新 体 制 で 学 生 自 身 が キ ャ リ ア を 見 据 え 、 就 職

活 動 （ 履 歴 書 作 成 、 企 業 エ ン ト リ ー 、 面 接 ） へ の 意 識 を 高

め さ せ 、 成 果 に 結 び つ く よ う 指 導 を 続 け て も ら い た い 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

マ ー ケ テ ィ ン グ  

 

講義 

 

後期 

 

担 当 者 名  

 

伊 藤  好 一  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 ⇩  

本 講 義 で は 、 マ ー ケ テ ィ ン グ の 概 念 や 手 法 、 近 年 の 動 向 に

つ い て 説 明 し 、 基 礎 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ 手 法 の 修 得 お よ び

近 年 の 社 会 の 変 化 に 対 応 す る マ ー ケ テ ィ ン グ の 議 論 に つ い

て 理 解 を 深 め る こ と を 目 標 と す る 。 主 に パ ワ ー ポ イ ン ト と

配 布 資 料 を 用 い た 講 義 形 式 で 行 う 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

初 め に 、 時 系 列 に 沿 っ た マ ー ケ テ ィ ン グ 論 の 変 遷 を 説 明 し

、 マ ー ケ テ ィ ン グ の 学 問 と し て の 全 体 像 を 理 解 で き る よ う

な 講 義 を 行 な っ た 。 そ し て 、 各 理 論 の 特 徴 を 、 時 代 背 景 と

共 に 紹 介 し 、 感 覚 的 に も 理 解 で き る よ う な 内 容 と し た 。 ま

た 、 マ ー ケ テ ィ ン グ の 実 践 例 を 積 極 的 に 説 明 し 、 マ ー ケ テ

ィ ン グ を 実 務 的 な 面 か ら も 理 解 で き る よ う に 講 義 を 行 っ た

。 毎 回 の 講 義 で リ ア ク シ ョ ン ペ ー パ ー を 配 布 し 、 意 見 や 質

問 を 積 極 的 に 集 め 、 次 回 の 講 義 で 必 ず 回 答 す る よ う に 努 め

た 。 昨 年 度 に 挙 げ た 改 善 策 を 踏 ま え て 、 各 講 義 の 最 後 に 具

体 的 な 復 習 ・ 復 習 の 指 示 を 出 し 、 次 回 講 義 時 の 最 初 に 復 習

・ 予 習 の 出 来 を 確 認 す る よ う な 時 間 も 設 け た 。 ま た 、 資 料

な ど 用 い て 、 授 業 開 始 時 に そ の つ ど 到 達 目 標 を 明 確 に 示 し

、 学 生 た ち が 学 習 の ス テ ッ プ を 意 識 し て 受 講 で き る よ う な

工 夫 を 実 施 し た 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 ⇩  

多 く の 項 目 で 4以 上 と 概 ね 良 好 な 評 価 を 得 た と 思 わ れ る が 、

「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 の み 1.72と 課 題 を 残 す 結 果 と

な っ た 。 昨 年 度 の 課 題 点 で あ っ た 「 到 達 目 標 の 達 成 」 3.56

、 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 1.31と 今 年 度 の ポ イ ン ト を

比 較 す る と 、 ど ち ら も 増 加 （ 3.56→ 4.00、 1.31→ 1.72） し

て い る こ と が 確 認 で き る 。 こ れ は 昨 年 度 挙 げ た 改 善 策 を 今

年 度 に 実 施 し た こ と に よ る 結 果 で あ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 「 総 合 的 な 満 足 度 」 は 4.74と 、 昨 年 度 よ り 0.01ポ イ

ン ト だ が 減 少 し て い る た め 、 今 後 よ り 一 層 、 高 い 評 価 を 得

ら れ る よ う に 努 め た い 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 に つ い て 、 よ り 具 体 的 な 予 習

・ 復 習 の 指 示 を こ ま め に 出 し 、 し っ か り と 自 覚 的 に 自 習 に

取 り 組 め る よ う な 意 識 づ く り を 行 っ て い き た い 。 そ し て 、

今 後 も 引 き 続 き 、 次 回 講 義 時 に 振 り 返 り を 行 う 時 間 を と り

、 学 生 自 身 が し っ か り と 到 達 具 合 を 把 握 で き る 機 会 を 設 け

る こ と と す る 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

  情 報 基 礎 演 習  Ⅱ 

 

講義 ・ ✓演習 

 

前期 ・ ✓後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

  三 浦  久 典  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 ⇩  

Excelでの実践的なデータ分析の手法を演習課題を解きながら  

身につける。 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 ⇩  

生徒の興味や理解度を確認しながら、優先すべき課題を勘案し 

授業毎にテキストを準備。実習を通して実務的な操作を実践。 

講師は見回りながら、生徒のサポートを行う。 

 

理 解 の 早 い 生 徒 、 興 味 の あ る 生 徒 は 応 用 し た 技 術 を 習 得 で

き る よ う 、 応 用 課 題 を 準 備 し 実 践 で き る 環 境 に す る 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

総 合 的 な 満 足 度 に つ い て 一 定 の 評 価 は い た だ い た が 、 以 下

項 目 の 改 善 が 必 要 。  

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

前 期 に 比 べ て 0.7ポ イ ン ト ほ ど 予 習 復 習 時 間 が 増 え た が 、  

ま だ 低 い 数 値 な の で 、 予 習 復 習 を 習 慣 づ け る 作 る 仕 組 み が

必 要 。  

 

【 授 業 の 目 的 の 明 確 さ 】 【 話 し 方 や 説 明 】  

資 料 に 目 的 を 記 載 す る 等 の 対 策 を し た が 前 期 と 比 べ て ポ イ

ン ト 改 善 せ ず 。 わ か り や す い 説 明 と 達 成 目 標 の 工 夫 が 必 要  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】  

資 料 の 印 刷 を 一 回 り 大 き く し 、 作 業 手 順 を 細 か く 記 載 す る

こ と で 前 期 に 比 べ て 改 善 す る こ と が で き た  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

引 き 続 き 課 題 や 理 解 度 を 確 認 す る テ ス ト な ど を 増 や し  

習 慣 的 に 学 ぶ 環 境 を 準 備 す る 。  

 

【 授 業 の 目 的 の 明 確 さ 】 【 話 し 方 や 説 明 】  

資 料 に 依 存 せ ず 、 達 成 目 標 ・ 実 例 な ど を 交 え た わ か り や す

く 丁 寧 な 説 明 に 努 め る 。  

講 師 か ら 生 徒 へ の 一 方 通 行 に な ら な い よ う な 話 し 方 を 工 夫  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】  

さ ら に わ か り や す く す る た め 、 丁 寧 に 意 見 を 聞 い て い く 。  

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

中 国 語 会 話  

 

 

講義 ・ ●演習 

 

前期 ・ 後期 ･ ●通年 

 

担 当 者 名  

陳 儀 萍  

 

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

中 国 語 の 漢 字 の 音 を 示 す ピ ン イ ン 、 特 有 の 四 声 、 基 礎 的 な

文 法 、 基 本 フ レ ー ズ な ど を 学 ぶ こ と で 、 簡 単 な 中 国 語 会 話

を 身 に 着 け る こ と が 目 標 で す 。  

 

授 業 は 教 科 書 を 用 い て 、 講 義 と 演 習 形 式 で 行 い ま す 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩ 

授 業 を 受 け る 前 に 予 習 す る 事 と 受 け た 後 で 復 習 す る 事 こ と

で す 。 予 習 と 復 習 は そ れ ぞ れ に 宿 題 を 出 し ま す 。 そ う す る

こ と に よ り 、 よ り 授 業 内 容 の 理 解 が 高 ま り 、 ス ム ー ス な 授

業 に な り ま す 。  

 

文 化 学 習 に 中 国 茶 と 中 華 料 理 を 授 業 に い れ 、 中 国 文 化 と の

ふ れ あ い が で き ま す 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩ 

学 生 に 十 分 な 予 習 、 復 習 と 宿 題 を 要 求 し 、 そ れ は 方 針 で す

。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

基 本 的 に あ ま り 変 わ ら な い と 思 い ま す 。 次 の 年 度 に 学 生 の

様 子 を 見 て 、 そ れ に あ わ せ て 授 業 に 行 い し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

韓 国 語 会 話 B 

講義・ 演習  前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

金  美 敬  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

実 際 に 学 ん だ 韓 国 語 を 必 要 な 時 、 特 に 韓 国 旅 行 な ど で 役 に

立 つ こ と を 目 標 と す る 。  

 

授 業 の 方 法 は 、 講 義 形 式 で 、 教 科 書 や workbo o kを 利 用 し 、

学 習 を 行 う 。 ま た 、 グ ー グ ル こ と に Zoomで の 会 話 練 習 を 行

い 、 実 際 会 話 練 習 を さ せ る 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 ⇩ 

韓 国 語 で の 会 話 練 習 を 通 し て 、 韓 国 語 を 身 に つ け る 。 work

bo o kを 利 用 し 、 授 業 の 内 容 を 理 解 さ せ る 。 ま た 、 授 業 内 の

小 テ ス ト を 行 い 、 理 解 力 を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 ⇩ 

韓国語にもっと興味を持つように、学習環境を作ることが必要だ

と思う。また、復習や予習や課題などで、積極的に授業に参加さ

せることも必要だと思う。 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 

韓国語の学習に関する目標意識を持つように工夫する。予習とし

て教科書での課題を出し、次回講義までに行ってくるようにする

。復習は、教科書の問題やプリントなどで学習させる。また、グ

ループを組んで、楽しく参加できる会話中心の授業を行う。演習

のやり方を増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

丸 藤  競  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

 で き る だ け 興 味 を ひ き 考 え や す い よ う 、 函 館 市 の 現 状 等

身 近 な 課 題 、 最 新 の デ ー タ 等 を 取 り 入 れ な が ら 、 ま ち づ く

り 活 動 に 関 す る 基 本 的 な 知 識 や 考 え 方 、 課 題 解 決 に 向 け た

ワ ー ク シ ョ ッ プ の や り 方 等 を 知 り 、 実 践 で き る よ う に す る

 テ ー マ ご と 、 座 学 （ 基 礎 的 知 識 等 の 共 有 ） → ワ ー ク シ ョ

ッ プ （ 実 践 ） と い う 流 れ を 基 本 と し た 。  

 将 来 、 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の リ ー ダ ー に な れ る よ う に す る 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

 座 学 で は 、 動 画 や 実 例 を 積 極 的 に 取 り 入 れ 、 分 か り や す

く 伝 え る 工 夫 を し た 。  

 ま た 、 最 新 デ ー タ に つ い て も で き る だ け 分 か り や す く 伝

え ら れ る よ う 、 グ ラ フ 等 で の 表 現 を 工 夫 し た 。  

ワ ー ク シ ョ ッ プ で は テ ー マ に 応 じ て 手 法 を 変 え 、 よ り 効

果 的 な 議 論 や 思 考 が で き る よ う に す る と と も に 、 そ の 手 法

を 他 の プ ロ ジ ェ ク ト で も 活 用 し て も ら え る よ う 心 掛 け た 。  

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

 授 業 の 目 的 の 明 確 さ や 教 材 ・ 機 材 の 使 用 に つ い て は 高 い

評 価 を 得 た が 、 予 習 復 習 ・ 授 業 へ の 出 席 に つ い て は 点 が 低

か っ た 。  

 次 の 授 業 に つ な が る よ う な 事 前 課 題 や 、 興 味 を 持 ち 続 け

ら れ る テ ー マ 設 定 等 の 工 夫 が も っ と 必 要 だ っ た か も し れ な

い 。  

 学 生 の 理 解 度 を 見 て の 授 業 展 開 や 、 意 見 や 質 問 の 出 し や

す さ の 配 慮 も や や 低 い 点 に な っ て い る の で 、 学 生 と の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 部 分 が 欠 け 、 一 方 的 に な っ て い た と

こ ろ が あ っ た と 思 わ れ る 。  

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 テ ー マ を よ り 学 生 と 親 和 性 の 高 い も の に し 、 興 味 と 関 心

を 持 て る も の に し た い 。  

 ま た 、 学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り な が ら 、 双 方

向 で 進 め て 行 け る よ う な 内 容 に し て い き た い 。  

 

 

 

 
 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

  情 報 機 器 利 用 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習  

 

講義 ・ ✓演習 

 

前期 ・ ✓後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

  三 浦  久 典  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 ⇩  

プレゼンテーションソフトや動画編集、音声編集、画像作成など  

プレゼンテーションに関わるアプリケーションの演習を行う。 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践 

 

 

 

⇩  

生徒の興味や理解度を確認しながら、優先すべき課題を勘案し、 

到達目標へ向けた授業を実践。 

講師は見回りながら、生徒のサポートを行う。 

 

理 解 の 早 い 生 徒 、 興 味 の あ る 生 徒 は 応 用 技 術 や 参 考 資 料 等

を 紹 介 し 実 践 で き る 環 境 に す る 。  

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

総 合 的 な 満 足 度 に つ い て 想 定 よ り 高 い 評 価 は い た だ い た が

以 下 項 目 の 改 善 が 必 要 。  

 

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

授 業 で 使 用 す る ソ フ ト 等 を 考 慮 し て 授 業 内 で 完 結 す る 内 容

と し て い た が 、 そ れ も あ り 予 習 復 習 時 間 が 少 な か っ た 。  

予 習 復 習 を 習 慣 づ け る 作 る 仕 組 み が 必 要 。  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】  

あ る 程 度 高 い 評 価 は い た だ い て い た が 、 特 に ア プ リ ケ ー シ

ョ ン は 進 化 の 早 い 世 界 で あ る た め 、 ま だ ま だ 調 査 と 工 夫 が

必 要 と 感 じ た 。  

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

自 宅 に あ る 環 境 で 調 査 ・ 作 成 す る よ う な 課 題 な ど を 用 意 し

習 慣 的 に 学 ぶ 仕 組 み 作 り を す る 。  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】  

生 徒 の 利 用 す る PC・ ス マ ー ト フ ォ ン な ど の 環 境 を ふ ま え た

上 で 、 目 的 に 沿 っ た 使 い や す い ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 調 査 し

授 業 に 取 り 入 れ て い く 。  

 

 
 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

カ ラ ー コ ー デ ィ ネ ー タ ー Ⅱ  

 

講義 

 

後期 

 

担 当 者 名  

 

 吉 田 麻 子  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

 

・ 色 彩 検 定 ２ 級 検 定 合 格 の た め に 必 要 な 知 識 を 体 系 的 に 取

得 で き る こ と 。  

 

・ 色 彩 学 の 豊 か さ を 感 じ ら れ る こ と 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

・ 「 色 彩 検 定 ２ 級 公 式 テ キ ス ト 」 に 基 づ き 、 検 定 合 格 の た

め に 必 要 な 知 識 を 体 系 的 に 取 得 で き る よ う 章 ご と の 要 点 を

踏 ま え 、 ワ ー ク な ど を 盛 り 込 ん だ 授 業 を 実 施 し た 。  

 

・ 毎 回 の 小 テ ス ト に 実 施 に よ っ て 復 習 の 重 要 性 を 習 慣 づ け

る よ う に し た 。  

 

・ 初 回 と 最 終 回 は 色 彩 検 定 か ら 離 れ た 人 生 や 生 活 全 般 と 色

彩 と の か か わ り に つ い て の 講 義 を 設 定 し た 。  

 

・ 街 の 中 の 配 色 探 し や パ ッ ケ ー ジ カ ラ ー 演 習 な ど 、 課 題 作

成 の 宿 題 を 充 実 さ せ た  

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 ⇩  

 

・ 学 生 が 授 業 時 間 以 外 で 予 習 、 復 習 を す る 時 間 の 少 な さ が

明 ら か と な っ た 。  

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 

・ 「 色 彩 検 定 テ キ ス ト 」 に 基 づ く 講 座 は ６ 回 目 以 降 と し 、

５ 回 目 ま で は 自 宅 学 習 を 促 す 「 実 践 レ ポ ー ト 」 を 次 週 ま で

に 作 成 す る 流 れ と す る 。  

 

・ 毎 回 の 小 テ ス ト の 実 施 及 び そ の 点 数 が 評 価 に つ な が る こ

と の 周 知 に よ り 、 自 宅 学 習 を 促 進 す る 。  

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担 当 科 目 名  

 

講義区分・開講期 

 

   障 害 者 福 祉 論  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

   渡 谷 能 孝  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

支 援 者 と し て 資 格 を 有 す る う え で の 基 礎 的 な 知 識 、 ま た

は 障 が い に 応 じ た 各 種 支 援 方 法 に 関 す る 知 識 を 深 め 、現 代社

会における障がい者福祉について向き合い、考えることで、支援者

としての資質向上を図ることをねらいとした。 

スライド等を用いた講義形式で授業を行い、グループ枠なども交

え、障 が い に か か わ 福 祉 課 題 な ど に つ い て 考 え た 。  

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

障 が い 者 福 祉 の 流 れ や 日 本 に お け る 障 が い 者 福 祉 の 発 展

に 関 し て 授 業 を 展 開 す る こ と で 、 現 代 社 会 に お け る 障 が い

者 福 祉 課 題 に つ い て 、 学 生 自 分 自 身 の 想 い や 考 え を 明 確 に

す る こ と が で き た 。  

７ コ マ 目 以 降 の 講 義 に つ い て 、 各 種 障 が い の 理 解 と 支 援

方 法 に つ い て 学 習 す る 中 で 、 よ り 身 近 に 障 が い 者 を 理 解 す

る こ と で き 、 支 援 者 と し て の 質 を 高 め る こ と が で き た の で

は な い か と 考 え る 。  

  

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト か ら は 、 予 習 、 復 習 へ の 取 り 組 み 時

間 が や や 少 な い こ と か ら 、 次 回 講 義 ま で の 課 題 提 出 等 、 こ

ち ら か ら の 仕 掛 け づ く り も 必 要 と な っ て く る と 感 じ た 。  

 総 合 的 な 評 価 と し て は 高 く 、 こ れ か ら も 講 義 内 容 を ア ッ

プ デ ー ト し 、 継 続 し た 形 で 実 践 で き る と 良 い の で は な い か

と 考 え る 。  

 

 

 

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

予 習 課 題 内 容 の 提 示 。  

学 生 の 学 習 意 欲 を 維 持 で き る 仕 掛 け づ く り 。  

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート

担当科目名 教育カウンセリング心理学

講義区分・開講期 講義 ・ 演習 前期 ・ 後期 ･ 通年

担 当 者 名 阿部 千春

PLAN 教育領域における心理的問題，個と集団との関係などについて教

目標の設定 科書や体験を通して学ぶ。教育カウンセリング心理学に関する基本

授業の方法 的な知識と技法を習得することを目的とする。

教科書と講義資料を用いて講義形式で行い，ペアワークやグルー

プワーク，グループディスカッションなどの演習も行う。授業内で

行う試験を受験することとレポートを提出することが単位認定の必

⇩ 須条件となる。

DO 本講義は，日常の保育・教育で生かすことのできるカウンセリン

目標に基づく グやさまざまな対人援助場面でのコミュニケーションのあり方や援

教育方法の実践 助のしかたについて教科書や体験を通して学ぶことを目的に行っ

た。２月下旬に教育カウンセラー補の認定試験を受験する学生がほ

とんどであるため，重要ポイントを整理し，基本的な知識や技法の

定着につながるように全体・個別での指導対応を行った。

構成的グループエンカウンターやソーシャルスキル教育の演習で

は，前期までの関係性がうまくできていたこともあり，４名とも深

い自己開示や展開ができており，学生たちにとっては有意義な学び

の時間であったことが感想カードからも伺えた。

学生には感想を書かせる冊子を毎時間配付しているが，学生にと

っては，学習内容を振り返り，思考を練り，自分の思いや考えを表

⇩ 現する機会となり，学習内容についての理解の深まりや，疑問を解

決していこうとする知的探究心にもつながったといえる。

CHECK 教育カウンセラー標準テキスト中級編の内容であったが，難しさ

自己点検・評価 を感じさせないような提示に努めたが，新たな学びに対して意欲的

授業評価アンケート であった（「新しい知識や技能の習得」5.00）。さまざまな課題やテ

ーマ，グルーピングの際のメンバーを考慮し，グループ内での役割

を明確にするなど工夫することで，人数の少なさをあまり感じさせ

ず，徐々に相互の関係性の深まりや，選択したコース学習内容に対

する意欲の高まりなどにつながっていったといえる。保育・幼児教

⇩ 育の現場でどのような支援ができるかなど真剣に問題に向き合うこ

とができていた（「授業内容への興味関心」5.00）。

ACTION ○今後も SST のリーダー体験の演習について，より丁寧な指導対

次年度に向けての 応を行うことにより実践的で協同的な学びへとつなげる。

改善策・見直し



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

子 ど も 家 庭 福 祉  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

大 島  文 輝  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

1、子どもの権利への理解をする。 

2、子ども家庭福祉の実施体系を理解する。 

3、子どもを取り巻く現状や課題を理解する。 

上記目標を基にテキスト、またプリントや、パワーポイントを用い

て講義を実施。またグループワークを通して課題を考える時間を持

つ。 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷等を学び、子

どもの人権擁護、制度、実施体系等について事例を用いて検討する

事や動画を視聴し理解ができるよう取り組んだ。 

また実施主体を制度、法に照らして把握できるよう、テスト方式を

用いた。 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

テ キ ス ト と 連 動 し て パ ワ ー ポ イ ン ト や 動 画 視 聴 で 、 よ り 理

解 が で き る よ う 取 り 組 ん だ が 、 動 画 か ら 課 題 を 適 切 に 導 く

配 慮 に 欠 け て い た よ う に 思 う 。 ま た パ ワ ー ポ イ ン ト の 進 め

方 は 学 生 の 板 書 時 間 を 確 保 す る こ と に 欠 け 、 個 々 の 理 解 度

や 学 習 意 欲 を 把 握 せ ず に 進 め て い た 面 が あ り 、 時 間 配 分 も

配 慮 に 欠 け て い た 面 が あ っ た 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

・ 学 生 が 授 業 に 興 味 を 持 つ こ と が で き 、 個 々 に 沿 っ て 理 解

が 進 む 時 間 配 分 を 持 つ こ と や 都 度 の 確 認 を 行 う 。  

・ 動 画 活 用 の 際 に は 、 き ち ん と 課 題 を 絞 り 、 学 生 個 々 が 自

分 の 考 え を 持 つ こ と が で き 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に つ な が る

も の に し た い 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

子 ど も 家 庭 支 援 論  

講義  ・ 演習 前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  
齋 藤  征 人  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

保 育 の 現 場 で 働 く こ と を 目 指 す 者 と し て 「 家 庭 」 に つ い て

理 解 で き る 。 子 ど も を 取 り 巻 く 生 活 状 況 の 多 様 性 を 理 解 で

き る 。 子 ど も の 最 善 の 利 益 を 尊 重 し た 柔 軟 な 支 援 に つ い て

理 解 で き る 。  

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

教 科 書 を 用 い 、 講 義 形 式 で 行 っ た 。  

ま た 、 授 業 に お い て 適 宜 小 レ ポ ー ト の 提 出 を 求 め た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

多 く の 項 目 に つ い て 4 . 0前 後 と な っ て お り 、総 合 的 な 評 価 も

4 . 0を 超 え て い る 。  

た だ 、 予 習 ・ 復 習 に つ い て の 指 示 が 不 明 瞭 だ っ た こ と か ら

予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 に つ い て は 1 . 7 5に と ど ま っ た 。  

 

 

 

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

授 業 に お い て 予 習 ・ 復 習 に つ い て の 指 示 を 具 体 的 に 示 す こ

と で 、 予 習 ・ 復 習 の 習 慣 と 学 習 時 間 の 向 上 を 促 し て い く 。  

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

社 会 的 養 護 Ⅰ  

 

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

長 谷 山  哲 平  

 

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

・ 社 会 的 養 護 に お け る 基 礎 知 識 を 習 得 で き る 。  

・ 児 童 の 権 利 に つ い て 自 身 の 考 え を 他 者 へ 説 明 す る こ と が

で き る 。  

・ 現 場 で 対 応 し た ケ ー ス な ど を 用 い て 、 ケ ー ス 検 討 等 を 行

う こ と が で き る （ 個 人 情 報 保 護 法 に 留 意 す る ） 。  

 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

・ テ キ ス ト を 用 い て の 授 業 。  

・ 参 考 教 材 （ 福 祉 新 聞 や 介 護 新 聞 等 ） を も と に 個 人 ワ ー ク

や グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い 他 者 と 自 身 の 意 見 を 比

較 す る 。  

・ DVD教 材 を 用 い て 映 像 を 視 聴 し て 学 び を 深 め る 。  

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 ⇩  

・ 目 標 に つ い て は お お む ね 達 成 で き た 。  

・ コ ロ ナ 感 染 等 の 危 険 性 が あ っ た た め 、 グ ル ー プ ワ ー ク や

グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 等 に つ い て は 実 施 を 避 け た 。  

・ 卒 業 後 の 進 路 に つ い て も 選 択 肢 を 増 や す こ と が で き た 。  

・ 予 習 時 間 の 確 保 に つ い て は 、 少 な い と 感 じ る た め 、 今 後

の 授 業 に つ い て は 改 善 点 あ り 。  

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

・ 継 続 的 な 予 習 時 間 確 保 の た め 、 レ ポ ー ト 等 の 課 題 提 出 に

つ い て 方 法 論 を 検 討 す る 必 要 性 が あ る 。  

・ DVDや そ の 他 の 教 材 に つ い て の 充 実 を 図 り 、 よ り 具 体 的 な

イ メ ー ジ を 持 て る よ う に 授 業 を 進 め る 必 要 性 が あ る 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

教 育 課 程 論  

 

講義  ・ 演習 

 

前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

飯 田  泰 子  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

 幼 児 期 に ふ さ わ し い 生 活 を 営 む た め に 、 幼 稚 園 ・ 保 育 所

・ 認 定 こ ど も 園 に お け る 指 導 計 画 立 案 の 必 要 性 に つ い て 学

習 す る 。  

 幼 児 の あ り の ま ま の 姿 を 受 け 止 め 、 幼 児 の 発 達 の 実 情 を

見 通 し た 計 画 立 案 の 大 切 さ を 感 じ 取 り 、 幼 児 期 の 生 活 に 見

通 し を も つ こ と の 重 要 性 を 学 ん で 行 く こ と を 目 的 と す る 。  

 授 業 の 方 法 と し て は 、 前 半 は 講 義 を 中 心 に 進 め 、 後 半 は

演 習 を 行 う 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

 授 業 計 画 に 沿 っ た 内 容 の 資 料 や プ リ ン ト を 用 い て 講 義 や

演 習 を 行 う 。 幼 稚 園 の 事 例 を で き る だ け 多 く 伝 え 、 幼 児 理

解 を 深 め て い け る よ う 心 掛 け て い た 。  

 演 習 内 容 は 、 年 間 行 事 ・ 日 案 ・ 週 日 案 等 の 作 成 の 他 、 幼

児 理 解 を 深 め る た め 、 事 例 か ら 子 ど も の 想 い や 育 ち を 読 み

取 っ て い く 演 習 も 行 う 。 ま た 、 時 に は 、 数 人 の グ ル ー プ を

作 り 、 意 見 を 出 し 合 い な が ら 、 子 ど も の 姿 を ベ ー ス と し た

指 導 計 画 立 案 の 演 習 も 行 う 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

 １ ５ 回 の 授 業 を 通 し て 、 全 体 的 に 欠 席 者 は 少 な く 、 学 生

は 、 毎 回 行 う 演 習 に 熱 心 に 取 り 組 ん で い た 。  

 授 業 の 進 め 方 と し て は 、 一 方 的 に 話 を 進 め て い く こ と が

多 く な っ て し ま っ た が 、 園 で の 遊 び や 行 事 の 時 の 子 ど も の

様 子 等 、 具 体 的 な 事 例 を 伝 え た 時 は 、 実 習 に 入 っ て い た 時

の こ と を 思 い 出 し な が ら 興 味 深 く 聞 い て い た 。  

 提 出 さ れ た 演 習 の プ リ ン ト で 学 生 の 理 解 度 を 把 握 し て い

た が 、 そ れ 以 外 に 講 義 の 中 で も 学 生 の 考 え を 聞 い た り 、 学

生 同 士 で 意 見 交 換 を し た り す る 等 、 授 業 展 開 の 方 法 を 工 夫

し て い く こ と に よ っ て 、 更 に 学 生 の 理 解 度 を 深 め る こ と が

で き た の で は な い か と 思 う 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 １ ５ 回 と い う 限 ら れ た 時 間 数 の 中 で 、 教 育 課 程 や 指 導 計

画 の 必 要 性 、 大 切 さ を 学 生 に 伝 え て い け る よ う 、 講 義 と 演

習 の バ ラ ン ス を 考 慮 し た 授 業 展 開 が で き る よ う 工 夫 し て い

き た い 。 ま た 、 現 場 で の 子 ど も の 姿 を 伝 え な が ら 、 学 生 が

自 分 の 考 え を 出 し や す い 授 業 展 開 を 心 掛 け て い き た い 。  

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

保育内容研究Ⅱ（言葉） 

 

講義 ・○演習 

 

前期 ・○後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

小 林 恵 理 子  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 
 ⇩ 

｢幼稚園教育要領」｢保育所保育指針」等、言葉の領域範囲が広い

中で、乳児期から幼児期へと言葉が発達する過程で、子どもがど

のように言葉を獲得していくのか道筋について、理解することが

できるように目標設定をした。 

また、｢幼稚園教育要領」｢保育所保育指針」の内容についてしっ

かり理解することができるようにした。 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 ⇩ 

保育の意義及び目的、幼稚園教育要領や保育所保育指針における

保育の基本、保育の内容と方法などについて、具体的な子どもの

様子は、教科書を使わずＤＶＤ・写真等を用いて講義形式で授業

を行った。 

子どもの言葉の発達、保育・教育の役割に関する基礎的理論の説

明について、この領域の中心となる部分をプリントして配布し、

それを中心にして、絵本や紙芝居、エプロンシアターの教材研究

は、実演演習を行った。 

また、グループに分かれて、ペープサートを作成し、最終的には

発表会を実施した。 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 ⇩ 

講 義 の 10回 ま で は 、 プ リ ン ト を 中 心 に 、 ポ イ ン ト を 絞 っ て

講 義 を 進 め て い く よ う し 、 演 習 で は 、 学 生 一 人 一 人 が グ ル

ー プ 内 で 意 見 を 出 し 合 い な が ら 、 ペ ー プ サ ー ト を 協 力 し て

作 成 、 発 表 す る こ と で 、 充 実 感 を 味 わ う こ と が で き る よ う

に し た 。  

ペ ー プ サ ー ト 製 作 中 は 、 必 要 に 応 じ て 個 々 の グ ル ー プ へ の

ア ド バ イ ス を 徹 底 し た 。  

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

今 年 度 は 、 教 科 書 を 使 用 せ ず に プ リ ン ト 配 布 で 講 義 を 実 施

し て き た が 、 学 生 の 予 習 、 復 習 の 時 間 確 保 が 難 し か っ た よ

う だ 。  

次 年 度 は 、 学 生 が 予 習 、 復 習 し や す い よ う な 記 録 の 仕 方 （

講 義 終 了 後 に 簡 単 な レ ポ ー ト 提 出 を す る ） 等 、 工 夫 し て い

き た い 。  
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